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学位論文等題目 〈論文〉 セザール・フランク：ピアノ書法の分析に基づくオルガン作品及び 
オーケストラ作品のピアノ独奏編曲 
 〈演奏〉 オルガニスト FWV41より 
ニ長調とニ短調による７つの小品 第４番「古風なクリスマス」 
L'Organiste FWV41 
7 Pieces en ré majeur et ré mineur no.4 “Vieux Noel”    
交響曲 ニ短調 FWV48（ピアノ独奏編曲 喜多宏丞） 
Symphonie d-moll FWV48 (Transcription for piano solo by Kosuke 
Kita) 
Ⅰ Lento - Allegro non troppo 
Ⅱ Allegretto 




2e partie no.1 “Morceau symphonique” 
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （音楽学部） 角野 裕 
（副査） 東京藝術大学 教授 （音楽学部） 大角 欣矢 
















力に様々な側面から触れることのできる5曲を選び、ピアノ独奏へと編曲する。《 Pièce symphonique 》（FWV24 
No.26）、《 Andantino 》（FWV25）、《 Grande pièce symphonique 》（FWV29）、《 Pièce Héroïque 》（FWV37）
の4つのオルガン作品は、いずれもフランクのピアノ独奏音楽における「空白の期間」に作曲されたものであ
り、そのピアノ独奏編曲は、彼の音楽を多角的・包括的に捉えようとするピアノ奏者に、ささやかな「道標」
















































    
 
研究の集大成と言える「交響曲ニ短調」の編曲の演奏であった。この交響曲には、作曲者によるピアノ4手版
があるが、オーケストラ版とは違ったピアノ・ヴァージョンならではの表現法を持つ部分があり、また4手で
なければ実行できない部分も多々あるが、喜多宏丞の独奏用編曲は、フランクのアイデアを援用しつつ、２
手ならではの対応に優れた音楽的センスを発揮し、編曲者のインスピレーション溢れる独創的な筆致は、編
曲に新鮮な創造性と高い効果を与えている。演奏はピアノ独奏として極めて難易度の高いものとなっている
が、無数のポリフォニーと変幻自在な和声法に満ちた大曲を鮮やかなピアニズムと格別な集中力をもって暗
譜演奏し、フランクの交響曲の持つ本質的な感動と、ピアノ独奏という演奏形態の持つスリリングな魅力と
を同時に堪能させた傑出したものであった。 編曲・演奏、論文ともに博士の学位を授与するに値する極め
て優れた成果であると判断する。 
